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①　九州地方をながめて……………………………… p.56
課題 1 　①　400　　②　210　　③　860　　④　420
課題 2 　①　筑紫　　②九州　　③　筑紫　　④　筑後　
⑤　球磨　　⑥　有明　　⑦　屋久
課題 3 　

・（例）福岡は、３都市の中で最も降水量が少ない。特に
秋から冬にかけて少なくなっている。宮崎は福岡よりも温
暖で、降水量も多い。特に夏から秋にかけての降水量は３
都市中最も多い。那覇は３都市中最も温暖であり、特に冬
の気温が高い。降水量は一年を通して多めである。

②　自然を利用した暮らしと農業…………………… p.57
課題 1

課題 2 　地熱
課題 3 　有利な点：（例）美しい風景が観光地となり、温
泉などの保養地には多くの人が集まる。
不利な点：（例）噴火による災害が発生したり、火山灰な
どが農作物に被害を与える。
課題 4 　（例）シラスは火山灰からなる白い砂状の土壌で、
水を含むと崩れやすい。また、水もちが悪いために稲作に
は向いていない。主に鹿児島県を中心として、火山の周辺

に分布し、台地を形成している。
課題 5 　（例）畜産業が盛んであるが、これは火山性の土
壌（シラス）が稲作に向かないため、土地改良やかんがい
施設の整備を行い、野菜、茶だけでなく、飼料作物の栽培
が可能になったためである。
③　工業の変化と環境保全…………………………… p.58
課題 1 　①　八幡　　②　筑豊　　③　中国　　
④　エネルギー　　⑤　オーストラリア　　⑥　大消費地
⑦　水質汚濁
課題 2 　（例）鉄鋼業が衰退し、それに代わる工業として、
自動車工場を誘致したため。自動車の輸出先として、経済
発展の著しい中国に近いことが有利である。
課題 3 　

・（例）集積回路は軽くて高価なため、航空機輸送が主な
輸送手段だから。
課題 4 　（例）水俣市は、水俣病を経験し、そこから得た
教訓をもとに、「環境モデル都市」を宣言し、リユース・
リサイクルなどを中心とした地球温暖化防止活動や環境保
全活動に取り組んでいる。北九州市は、大気汚染や水質悪
化を経験し、それを克服するために環境改善の技術や省エ
ネルギーの技術の開発、実用化の過程で取り組んだ技術を
生かして「廃棄物ゼロ」を目ざしている。

④　南西諸島の観光開発と環境保全…………………… p.59
課題 1 　（例）首里城など琉球王国に関する歴史的なもの。
紅型、三線、琉球ガラス、琉球舞踊、島唄などの伝統文化。
さんご礁をはじめとする亜熱帯性の自然。
課題 2 　（例）第三次産業で働く人の割合が多い。理由と
して、観光産業が発達し、ホテルやレストラン、観光施設
で働く人が多いことがあげられる。また、アメリカ軍基地
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で働く人が多いのも特徴である。
課題 3 　（例）本州では栽培できない熱帯性の作物（さと
うきび、パイナップル、マンゴーなど）が栽培できる。
課題 4

・（例）沖縄島の多くの部分がアメリカ軍の軍用地となっ
ている。市街地と接しているものもあり、住民の生活に、
アメリカ軍が大きな影響を与えていることがわかる。

⑤　九州地方のまとめ………………………………… p.60
課題 1 　①　北九州、八幡　②　福岡、出先　　　　
③　筑紫、クリーク　　④　有明、干潟　　⑤　長崎、出島
⑥　阿蘇、カルデラ　　⑦　八代、たたみ表　　⑧　水俣、
有機水銀　　⑨　宮崎、促成　　⑩　那覇、琉球

①　中国・四国地方をながめて……………………… p.62
課題 1 　Ⓐ　隠岐　　Ⓑ　中　　Ⓒ　宍道　　Ⓓ　中国　
Ⓔ　太田　　Ⓕ　讃岐　　Ⓖ　吉野　　Ⓗ　四国　　
Ⓘ　四万十　　Ⓙ　足摺　　Ⓚ　室戸
ア　鳥取県、鳥取市　　イ　島根県、松江市　　ウ　岡山
県、岡山市　　エ　広島県、広島市　　　オ　山口県、山
口市　　カ　香川県、高松市　　キ　愛媛県、松山市　　
ク　徳島県、徳島市　　ケ　高知県、高知市
課題 2 　Ｘ：う　　Ｙ：あ　　Ｚ：い
Ｘ地点：（例）冬の降水量が多い。
Ｙ地点：（例）降水量が一年を通して少ない。
Ｚ地点：（例）夏から秋にかけての降水量が非常に多い。
冬の気温も他の地点と比べてやや高めである。

②　人口分布と広島市のあゆみ……………………… p.63
課題 1 　

課題 2 　Ｂ
課題 3 　①　○　　②　○　　③　×　　④　○　　
⑤　○
課題 4 　（例）交通渋滞の緩和や、二酸化炭素排出の削減

のためにも、路面電車はこれからもぜひ存続してほしい。

③　瀬戸内海と人口の集中する地域………………… p.64
課題 1 （下図  黒丸部分）課題 2 （下図  赤丸部分）

課題 3 　（例）人口が増加している都市は、瀬戸内海沿岸
に集中している。
課題 4 　倉敷市：（例）石油化学工業　　広島市：（例）機
械（自動車）工業　理由：古くから東西を結ぶ交通路が発
達し、工業が進出すると、職を求めて山陰、南四国から人
口が集まった。

④　人口の少ない地域の課題と対策………………… p.65
課題 1 　日本海側と太平洋側
課題 2 　①　阪神　　②　林業　　③　エネルギー　　
④　価格　　⑤　自由　　⑥　耕作　　⑦　産業　　
⑧　高齢
課題 3 　（例）・医療費や福祉関連費が増えるので、自治体
の財政が苦しくなり、行政サービスが縮小する。
・路線バスや鉄道が廃止され、高齢者の移動手段がなくなる。
・農地の維持管理がされなくなり、荒地になる。
・コミュニティ活動が困難になり、地域社会が維持できな

くなる。
・地域に伝わる伝統文化が失われる。

⑤　中国・四国地方のまとめ………………………… p.66
課題 1
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課題 2 　ウ、エ
課題 3 　（例）かつては、料理（の煮炊き）やふろを沸か
すのに、まきを使っていたが、現在では、電気やガスなど
が日常生活では使われるようになっている。
課題 4 　（例）高知県馬路村では、特産のゆずを使った食
品や飲料を製作し、地元で販売したり、都市部のアンテナ
ショップで販売している。

①　近畿地方をながめて……………………………… p.68
課題 1 　①　京都府、京都市　　②　大阪府、大阪市　　
③　兵庫県、神戸市　　④　奈良県、奈良市　　⑤　滋賀
県、大津市　　⑥　三重県、津市　　⑦　和歌山県、和歌
山市
課題 2

課題 3 　Ａ　日本　　Ｂ　琵琶　　Ｃ　瀬戸内　　
Ｄ　丹波　　Ｅ　紀伊　　Ｆ　太平
課題 4

②　京都・奈良の伝統的な景観……………………… p.69
課題 1 　①　ア　　②　イ　　③　エ　　④　ウ　　
⑤　オ　　⑥　カ
課題 2 　京都：11月、４月、３月　　奈良：５月、11月、
３月
課題 3 　京都：（例）西陣織、京友禅、清水焼　　奈良：（例）
奈良墨、奈良筆
課題 4 　（例）建物の高さやデザイン、色彩などが制限さ

れている。また、野外広告も規制されている。

③　工業のあゆみ……………………………………… p.70
課題 1 　　Ａ　イ　　Ｂ　オ　　Ｃ　エ　　Ｄ　ア　　
Ｅ　ウ
課題 2 　太平洋ベルト
課題 3 　（例）従業員が１〜29人の小規模な工場の割合が
多い。主な工業製品は金属製品、生産用機械器具、鉄鋼、
プラスチック製品などである。

④　経済活動の変化と人々の暮らし………………… p.71
課題 1 　①　Ａ　千里ニュータウン　　
Ｂ　関西国際空港　　Ｃ　大阪国際空港　　Ｄ　神戸空港
②（省略）
1960年：下図■（緑色）
　　

課題 2 　（例）近畿地方では、JR以外の私鉄も大阪市を中
心に放射線状に発達している。市街地は、その鉄道に沿っ
て郊外に広がった。
課題 3 　（例）近畿圏の経済活動は活発になっているが、
全国に占める割合は小さくなっている。卸売・小売業、金
融・保険業では、首都圏への一極集中が、近畿圏の地位低
下をまねいている。

⑤　近畿地方のまとめ………………………………… p.72
課題 1 　①　瀬戸内　　②　琵琶　　③　紀伊　　
④　丹波　　⑤　日本　　⑥　太平　　⑦　京都　　
⑧　大阪　　⑨　奈良　　⑩　神戸　　⑪　大津　　
⑫　和歌山　　⑬　津　　⑭　阪神　　⑮　関西国際　　
⑯　大阪国際　　⑰　神戸　　⑱　千里
課題 2 　（例）貿易額は、輸入に比べて、輸出の方が多く
なっている。相手先としては、輸出入ともにアジア、特に
東アジアと東南アジアの国や地域の占める割合が高い。
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①　中部地方をながめて……………………………… p.74
課題 1

課題 2 　①　飛驒　　②　木曽　　③　赤石　　④　信濃
⑤　木曽　　⑥　能登
課題 3 　山梨県、甲府市　　石川県、金沢市　　愛知県、
名古屋市　（三県の順は自由）
課題 4 　名古屋：イ　　富山：ウ　　松本：ア
課題 5 　（例）名古屋は９月の降水量が最大であり、台風
の影響だと思われる。富山は、冬期の降水量の多さに特色
がある。松本は、１年を通じて降水量が少なく、気温も低
めであるのが特色である。

②　自動車産業と工業地域…………………………… p.75
課題 1

課題 2 　（例）主な工業地帯や工業地域の中で、最も出荷
額が多い地帯であり、機械工業に特化している。

課題 3 　（例）中国などからの輸入製品に押されて、製造
工場自体が少なくなってきている。付加価値がついた高級
品を目ざすなど、産業全体の変革が求められている。

③　東海地方・中央高地の第一次産業………………… p.76
課題 1 　①　ぶどう　　②　みかん　　③　茶　　
④　もも
課題 2 　（例）温室でのメロン栽培や、電照菊の栽培が特
徴的である。また、ビニールハウスを用いたトマトやみつ
ばなどの促成栽培が行われている。
課題 3 　①　渥美　　②　牧ノ原　　③　駿河　　
④　甲府　⑤　八ヶ

④　北陸地方の伝統産業……………………………… p.77
課題 1 　①　洋食器　　②　小千谷ちぢみ　　③　高岡銅
器　　④　輪島塗　　⑤　加賀友禅　　⑥　九谷焼　　
⑦　山中漆器　　⑧　眼鏡フレーム　　⑨　越前和紙
課題 2 　（例）金箔そのものを食品や化粧品に加工したり、
金箔を打つ技術を美容用品などに応用している。
課題 3 　（例）稲作の特色：広い平野と豊富な水を利用した、
大規模な水田単作地帯である。
新しい産業：第二次世界大戦後、黒部ダムの発電を利用し
たアルミニウム加工や化学工業が盛んになった。

⑤　中部地方のまとめ………………………………… p.78
課題 1 　①　信濃　　②　飛驒　　③　松本　　④　中京
課題 2 　Ａ　北陸　　Ｂ　中央高地　　Ｃ　東海
課題 3 　①　自動車　　②　製鉄業　　③　ファインセラ
ミックス　　④　菊　　⑤　茶　　⑥　ぶどう　　　
⑦　野菜　　⑧　（水田）単作　　⑨　伝統産業　　
⑩　アルミニウム
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①　関東地方をながめて……………………………… p.80
課題 1 　①　群馬、前橋　　②　栃木、宇都宮　　
③　茨城、水戸　　④　埼玉、さいたま　　⑤　東京　　
⑥　神奈川、横浜　　⑦　千葉、千葉
課題 2 　Ａ　越後　　Ｂ　浅間　　Ｃ　利根　　Ｄ　房総
課題 3 　エ

②　日本の首都　東京………………………………… p.81
課題 1 　Ⓐ　⑦　　　Ⓑ　⑧　　　Ⓒ　⑤　　　Ⓓ　①　
Ⓔ　④　　　Ⓕ　②　　　Ⓖ　⑥　　　Ⓗ　③
課題 2 　（例）港湾施設や工場、商業施設や住宅などの用
地を造成するため、人工的に埋め立てられたから。
課題 3 　（例）23区内に高層マンション（タワーマンショ
ン）が多く立つようになり、通勤や日常生活に便利さを求
める人々が住むようになってきたから。

③　東京大都市圏と交通網…………………………… p.82
課題 1 　①　東京大都市圏　　②　衛星都市　　③　ドー
ナツ化現象　　④　多摩ニュータウン
課題 2 　（例）全国…2000年の前後から人口増加の速度が
落ちて2010年以降には減少に転じている。これは日本の
少子高齢化の進行によると考えられる。都心３区…都心の
人口は、一定して増える傾向となっている。都心では人口
が一時期減少したが、高層マンションなどの建築が進み、
再び人口が増加していると考えられる。近隣3県…一定し
て人口が増え続けている。宅地化が進行し続けており、東
京に通勤・通学する人口が増え続けていると思われる。周

辺4県…2000年ごろまでは人口増加がみられたが、それ以
降徐々に人口減少速度が増している。2000 年以降、少子
高齢化の影響もあって減少し始め、徐々に人口減少速度は
加速しつつある。
課題 3 　（例）千代田区、中央区、港区は昼間人口が多い
反面、周辺の都市では夜間人口が多いため、ベットタウン
化していることが読み取れる。

④　関東地方の交通網の発達と産業………………… p.83
課題 1 　（例）東京周辺や大都市部などに多い。特に東京都、
関東地方は非常に多い。
課題 2 　（例）東京都を除くと、各県の上位は「野菜」「畜
産」が占めており、発達した高速道路網を利用して東京大
都市圏と結び付き、その人口を支える近郊農業が盛んに行
われていると考えられる。
課題 3 　ア、b

⑤　関東地方のまとめ………………………………… p.84
課題 1 　①　ａ　利根　　ｂ　越後　　②　ア　成田国際
空港　　イ　東京国際空港　　ウ　横浜港

課題 2 　①　関東ローム　　②　からっ風　　③　副都心
④　東京大都市圏　　⑤　ニュータウン　⑥　近郊農業　
⑦　衛星都市　　⑧　京浜工業地帯
課題 3 　（例）問題点としては、通勤・通学時間帯の鉄道
の混雑があげられる。解決策としては、出社・登校時間に
差を設けること、在宅勤務の導入などが考えられる。

①　東北地方をながめて……………………………… p.86
課題 1 　国：（例）スペイン、トルコ、イタリア　　
ギリシャ　都市：（例）ペキン、アンカラ、マドリード、
ニューヨーク
課題 2 　（例）他県に比べて、人口密度や第三次産業の割
合が高いことから、東北６県の中では最も経済が発展し、
中心都市となっていることがわかる。
課題 3

課題 4 　（例）年平均気温や夏の気温は、日本海側が高い。
これは太平洋側は寒流の千島海流が流れているので、気温
が上がりにくいためである。降水量は、日本海側が多い。
これは、冬の降水量が、降雪などで多くなるためである。

②　伝統的行事と人々の暮らし……………………… p.87
課題 1 　ア　④　　イ　②　　ウ　⑥　　エ　⑦　　
オ　⑧　　カ　①　　キ　⑤　　ク　③
課題 2 　（例）農作物の豊作や大漁、人々の健康を願うため。
近年では、住民の連帯感を高めるためや、観光資源として
利用するため。
課題 3 　ア　岩手　　イ　青森　　ウ　秋田　　エ　福島
オ　山形
課題 4 　（例）農業ができない冬の期間が長いので、室内
で身近な材料を使って、生活用品や、現金に換えられるも
のをつくっていたから。
課題 5 　（例）農業の機械化が進んでいない時代、馬は大
変重要な家畜だったので家族同様に扱われ、この地域では
特に大事にされていたため。

③　稲作農家の暮らし………………………………… p.88
課題 1 　（例）東北地方の太平洋岸で夏に吹く北東風で、
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寒流である千島海流の上を通るため、気温の低下や濃霧を
発生させ、稲の生長に大きな打撃を与える。
課題 2 　（例）苗代の表面を油紙やビニールで覆い、苗が
ある程度生長してからそれを取り去って水を張ることで、
苗を寒冷地でも生育しやすいようにしたり（保温折衷苗
代）、ビニールハウスを利用したりするなどして、収穫時
期を早めたり、強い稲に育てたりしている。
課題 3 　（例）コシヒカリ、ひとめぼれ、あきたこまち  など
課題 4 　
　　　

課題 5 　（例）食生活の変化に伴い、米の消費量が減少し
ているため、米以外のものを生産したり、同じ米でも付加
価値の高いものを生産しなくてはならなくなった。

④　工業化と暮らしの変化…………………………… p.89
課題 1 　（例）高速道路のインターチェンジ付近、新幹線
の駅付近など東京と短時間で結ばれる交通機関の近くにあ
る点。
課題 2 　（例）輸送の便がよいため。
課題 3 　（例）農業以外の安定した収入源ができ、出稼ぎ
が減った。
課題 4 　東京−郡山：１時間18分　　東京−仙台：１時
間31分　　東京−秋田：３時間48分　　東京−山形：２
時間44分　　東京−新青森：３時間19分

⑤　東北地方のまとめ………………………………… p.90
課題 1 　①　青函、津軽　②　三内丸山、縄文　　　　
③　弘前、津軽　　④　十和田　　
⑤　白神、世界（自然）遺産　⑥　八郎潟、干拓　　
⑦　リアス、津波　　⑧　平泉、藤原　　
⑨　気仙沼、潮目（潮境）　　⑩　仙台　　⑪　山形　　
⑫　庄内

①　北海道地方をながめて…………………………… p.92
課題 1 　①　北見　　②　十勝　　③　石狩　　④　洞爺
課題 2

課題 3 　Ａ　択捉　　Ｂ　国後　　Ｃ　色丹　　Ｄ　歯舞
課題 4 　函館：イ　札幌：ウ　網走：ア

②　寒冷な気候の特徴………………………………… p.93
課題 1 　（例）内陸部にある。
課題 2 　①　千島　　②　千島海流（親潮）　　③　日本
海流（黒潮）　　④　オホーツク
課題 3 　①　オホーツク　　②　ロシア連邦　　③　サハ
リン　　④　カムチャツカ

③　大規模な農業生産………………………………… p.94
課題 1 　①

②　（例）アメリカ合衆国では巨大な農業生産が行われ、
ヨーロッパ連合（ＥＵ）では加盟国内での農業保護政策に
より農業生産を保護しているから。

7　北海道地方
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③　（例）米の増産が進み 100％が達成されて以降、高度
経済成長期を経て国が豊かになると、肉やパンを中心とし
た食生活の欧米化・多様化が進んだから。
課題 2 　耕地面積　26　　　　販売農家数　3
課題 3 　①　三日月　　②　信濃　　③　利根

④　豊かな水産資源と漁業…………………………… p.95
課題 1 　

要因：（例）遠洋漁業と沖合漁業が減少しているのは、排
他的経済水域が設定されたため。沿岸漁業が減少している
のは、乱獲や環境悪化によって魚自体がとれなくなってき
たため。養殖業では、技術が向上し、おいしいものが安く
提供できるようになったが、輸入される外国産水産物との
競争にさらされるなどし、生産量は停滞している。
課題 2

⑤　北海道地方のまとめ……………………………… p.96
課題 1 　①　択捉　　②　国後　　③　色丹　　④　歯舞
⑤　北見　　⑥　天塩　　⑦　日高　　⑧　大雪　　
⑨　有珠　　⑩　知床　　⑪　天塩　　⑫　石狩　　

⑬　十勝　　⑭　サロマ　　⑮　釧路　　⑯　洞爺　　
⑰　稚内　　⑱　紋別　　⑲　根室　　⑳　釧路　　
�　帯広　　�　留萌　　�　旭川　　�　札幌　　
�　室蘭　　�　函館
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